
事例選定の視点

① 将来を見据えた取組かどうか
・ 外国人住民の高齢化を見据えた介護分野での取組
・ アジアをはじめとした出身国の多様化に対応した取組
・ デジタル技術の活用など、ポストコロナ時代を見据えた取組
・ 時代や状況の変化に応じた工夫を加えることで長期的に実施している取組
・ 中長期的に継続可能な仕組みを構築している取組
・ 多文化共生を担う組織・人材の育成に関する取組など

② 多様性を地域の未来に前向きに活かした取組かどうか
・ 外国人観光客対応のため外国人住民と連携した取組
・ 外国人住民を主役とした地域活性化の取組
・ 持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現につながる取組など

③ 多くの人・団体の参画を促す仕組みがある取組かどうか
・ 地域の住民、団体、企業などを広く巻き込んだ取組
・ 地域の外国人コミュニティと連携した取組
・ 外国人住民が主体的に担っている取組や将来的に地域を担う外国人住民を育成する取組
・ 自治体における部局間やＮＰＯ等との間で効果的・効率的に連携・協働する取組 など

④ 他の自治体がモデルとして参考にしやすい取組かどうか
・ 多くの地域が抱える課題に対応した取組
・ 従来の方法に工夫を加えることで事業効果を高めることに成功した取組
・ 既存の事業に多文化共生の要素を加えた取組
・ 予算や人員をかけずに工夫を凝らして行っている取組
・ これから多文化共生施策を進めていこうとする自治体の参考となる取組 など

⑤ 地域の実情などに合わせた創意工夫を凝らした取組かどうか
・ 外国人住民の散在地域ならではの工夫をした取組
・ 各地域のコミュニティの特性を活かした取組
・ 新型コロナウイルス感染症流行や大規模災害の際に効果的だった取組など
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